
様　式　イ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ( 事 業 予 定 )

H17年度で事業を廃止した。

施策体系ｺｰﾄﾞ 1-1-3 事 業 名

事

業

内

容

（
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）

都心部空き店舗活用型創業支援事業

経済局産業振興部産業振興課　舘　011-211-2352

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

事

業

内

容

平成16年度　・店舗を改装し、出店者を選定し、随時必
要な経営アドバイスを行ないながら、独立開業に向けた
支援を行なう。
平成17年度　・前年度に改装した店舗を新たに改装せ
ず利用して、新たな出店者を選定し、前年度の問題点
を考慮しながら随時必要な経営アドバイスを行ないなが
ら、独立開業に向けた支援を行なう。
平成18年度　・平成17年度と同様に、事業を実施する。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞ 新たに小売業やサービス業を始めようとする起業者を支援するとともに、
都心部商店街の活性化を目的として、都心部の店舗に起業を志す人を
短期間（10ヶ月程度）入居させ、随時、必要な経営アドバイスを行いなが
ら、本格的な独立開業に向けた支援を行う。事業運営については札幌商
工会議所に委託する。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）

新たに小売業やサービス業を始めようとする起業者を支援する
とともに、都心部商店街の活性化を目的として、都心部の商業地
にある空き店舗を改装して起業を志す人を短期間（7/9～3/15）
入居させ、随時、必要な経営アドバイスを行いながら、本格的な
独立開業に向けた支援を行なった。事業運営については札幌
商工会議所に委託した。空き店舗は、狸小路４丁目にある狸小
路商店街所有の商店街サロン１階を改装して使用した。出店者
は応募者の中から審査を行い、４名とした。経営アドバイスは、
各アドバイザーによる個別指導で、毎月１回１店あたり40分の所
要時間で行われ、毎月１回開催される連絡調整会議においても
各アドバイザーが参加した。

新たに小売業やサービス業を始めようとする起業者を支援する
とともに、都心部商店街の活性化を目的として、都心部の商業地
にある空き店舗を利用して起業を志す人を短期間（6/2～3/15）
入居させ、随時、必要な経営アドバイスを行いながら、本格的な
独立開業に向けた支援を行なった。事業運営については札幌
商工会議所に委託した。空き店舗は、狸小路４丁目にある狸小
路商店街所有の商店街サロン１階を使用した。出店者は応募者
の中から審査を行い、４名とした。経営アドバイスは、各アドバイ
ザーによる個別指導で、毎月１回１店あたり40分の所要時間で
行われ、毎月１回開催される連絡調整会議においても各アドバ
イザーが参加した。

平 成 18 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）

H17年度に引き続き、事業を実施する予定であったが、商店街
から、本市との連携から私立大学との連携に切り換えたい旨の
申し出があり、本市も、本事業は概ね３年で見直し予定であるこ
と及び民間の連携事業に移行することが都心の活性化につなが
ることと判断したため、H17年度で本事業を廃止した。
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等

）

評    価　（成　果）

課    題

出店者が少ないリスクで、創業、開業、経営全般にかかわるノウ
ハウを習得でき、一方で潜在的な創業希望者の掘り起こしにつ
ながった結果、８名の出店者のうち、5名が事業終了後、創業に
漕ぎ着けることができ、創業に挑戦する市民へのきめ細やかな
支援を行うことができた。また、商店街空き店舗の利用により商
店街の活性化につながるとともに、新人育成に力を入れた商店
街として、実施した商店街のイメージアップが図られた。

今後とも、実際に経営を行いながら、低リスクで経営ノウハウを身
に付ける場の提供は必要であるが、商店街の関心も年々低くな
るため、時機を区切った支援が適当である。
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（単位：千円）

1-1-3

計

30,000

項  目

事　　業　　費　　の　　推　　移

事 業 名都心部空き店舗活用型創業支援事業施策体系ｺｰﾄﾞ

0
0
0

30,000
20,475

0
0
0

20,475

18 年 度

8,750

8,750
0
0
0
0
0

17 年 度

8,750

8,750
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0
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0

8,400

16 年 度

12,500

12,500
12,075

0
0
0

12,075

国 ･ 道 支 出 金

事 業 費

財

源

内

訳

計　画 市 債

そ の 他

一 般 財 源

実　績

計  画  と  の  差  異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

［全   体］［16年度］［17年度］［18年度］
当初、17年度と同等に、18年度まで事業を実施する予定であったが、商店街から、本市との連携から私立大学との連携に切り換えたい
旨の申し出があり、本市も、本事業は概ね３年で見直し予定であること及び民間の連携事業に移行することが都心の活性化につながる
ことと判断したため、H17年度で本事業は廃止した。
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( 実 績 )
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( 実 績 )
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( 実 績 )
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項　　　　　　目

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳

経・臨 枠内外 16年度 17年度 18年度 計

都心部空き店舗活用型創業支援事業費 臨時 枠外

計
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8,400 0
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－


